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8 2021（令和3年）

電子納税証明書の印刷利用が可能に　e-Taxで取得した電子納税証明書を紙に印刷し
たものは、これまで納税証明書として利用できませんでしたが、7月から電子納税証明
書をPDFデータで受け取ることが可能となり、印刷したものを利用できるようになりま
した。これに伴い、証明書は偽造防止技術を施した新デザインに変更されています。

国　税／�7月分源泉所得税の納付� 8月10日

国　税／�6月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

� 8月31日

国　税／�12月決算法人の中間申告� 8月31日

国　税／�9月、12月、3月決算法人の消費税等の中間

申告（年3回の場合）� 8月31日

国　税／�個人事業者の消費税等の中間申告�8月31日

地方税／個人事業税第1期分の納付

� 都道府県の条例で定める日

地方税／個人住民税第2期分の納付

� 市町村の条例で定める日

暑
中
お
見
舞
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一
般
的
に
企
業
の
経
営
者
や
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
に
は
、
経
済
学
は
抽
象
的

で
、
あ
ま
り
実
践
的
で
は
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
五
〇
代
以
上
が
手
に
と
っ

て
い
た
経
済
学
の
本
か
ら
も
そ
の
よ

う
に
思
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
か
っ
た

と
言
え
る
面
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

当
時
の
経
済
学
で
は
、
経
済
政
策
・

財
政
政
策
・
金
融
政
策
（
い
ず
れ
も

マ
ク
ロ
経
済
学
）
と
い
っ
た
国
の
政

策
に
関
す
る
内
容
が
主
な
も
の
で
し

た
。

　

そ
の
た
め
、
政
府
や
金
融
機
関
の

関
係
者
に
と
っ
て
は
関
わ
り
が
あ
り

ま
す
が
、
一
般
の
企
業
経
営
者
や
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
そ
の
よ
う
な
政
策

を
受
け
取
る
だ
け
で
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
政
府
の
政
策
や
そ
の
影
響
を
予

測
す
る
こ
と
は
有
効
な
も
の
で
は
あ

る
も
の
の
、
自
分
が
能
動
的
に
考
え

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

他
方
の
ミ
ク
ロ
経
済
学
で
す
が
、

従
来
か
ら
「
完
全
競
争
」
が
前
提
理

論
と
な
っ
て
い
て
、
経
済
学
は
完
全

競
争
を
維
持
す
る
た
め
効
率
性
を
引

き
下
げ
る
独
占
、
寡
占
を
規
制
す
る

（
規
制
当
局
は
公
正
取
引
委
員
会
）

も
の
が
内
容
で
し
た
。

◇
完
全
競
争
と
は

　
　

市
場
に
多
数
の
生
産
者
と

消
費
者
が
い
る
た
め
、
個
々

の
生
産
者
や
消
費
者
が
生
産

や
消
費
を
変
え
て
も
、
市
場

で
成
立
し
て
い
る
価
格
に
は

影
響
が
な
い
よ
う
な
状
態
の

こ
と
で
す
。

　

こ
こ
で
も
、
企
業
経
営
者
等
に
と

っ
て
は
、
関
心
事
の
薄
い
理
論
の
展

開
と
受
け
止
め
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
四
〇
年
程
前
か
ら
経
済
学
（
現

代
経
済
学
）
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。

一
　
ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ

　

ま
ず
、
現
代
経
済
学
が
持
つ
拡
が

り
を
理
解
す
る
に
あ
た
り
、
経
済
学

関
連
の
書
籍
を
読
ま
れ
た
こ
と
の
あ

る
人
は
、
お
分
か
り
か
と
思
い
ま
す

が
、
前
提
と
な
る「
ミ
ク
ロ
」と「
マ

ク
ロ
」の
言
葉
を
説
明
し
ま
す
。

　

経
済
は
、
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
と
な

っ
て
い
ま
す
。
経
済
学
は
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
理
解
・
説
明
し
、
そ
の
動

向
を
予
測
し
よ
う
と
す
る
学
問
で
す
。

　

こ
こ
で
は
単
純
に
、
シ
ス
テ
ム
と

は
そ
れ
を
構
成
す
る
諸
要
素（
企
業
、

個
人
等
）
と
、
そ
れ
ら
諸
要
素
同
士

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
相
互
関
係
と
い

う
二
つ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
考

え
て
下
さ
い
。

　

つ
ま
り
、
経
済
学
は
消
費
を
選
択

す
る
個
人
や
生
産
量
を
調
整
す
る
企

業
（「
経
済
主
体
」）
が
、
市
場
を
通

じ
て
売
り
買
い
を
行
う
な
ど
、
経
済

主
体
間
の
相
互
関
係
を
通
じ
て
経
済

シ
ス
テ
ム
全
体
の
状
態
が
決
定
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

さ
て
、
経
済
シ
ス
テ
ム
の
状
態
を

把
握
し
た
り
、
予
想
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
二
通
り
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ

り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
シ
ス
テ
ム
の
構
成
要
素

（
個
人
、
企
業
等
）
か
ら
シ
ス
テ
ム

全
体
へ
と
い
う
方
向
へ
の
捉
え
方
で

す
。
ま
ず
各
経
済
主
体
の
行
動
を
分

析
し
て
お
き
、
そ
れ
を
基
に
経
済
全

体
の
動
き
が
分
か
る
と
い
う
の
が「
ミ

ク
ロ
経
済
学
」の
説
明
と
な
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
経
済
シ
ス
テ
ム
が

示
し
た
結
果
の
集
計
量
に
つ
い
て
、

そ
れ
ら
結
果
の
関
係
を
モ
デ
ル
化
し

よ
う
と
す
る
戦
略
で
理
解
す
る
の
が

「
マ
ク
ロ
経
済
学
」
で
す
。
集
計
量

の
例
と
し
て
は
、
G
D
P
（
国
内
総

生
産
）、失
業
率
、物
価
水
準
等
で
す
。

　

た
と
え
ば
失
業
率
は
、
あ
る
特
定

の
人
が
失
業
し
て
い
る
か
ど
う
か
に

関
す
る
も
の
で
は
な
く
失
業
者
全
体

を
集
計
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
景
気

の
良
し
悪
し
と
い
っ
た
国
の
経
済
状

況
は
マ
ク
ロ
経
済
学
で
扱
い
ま
す
。

二
　
現
代
経
済
学
の
展
開

　

二
〇
世
紀
後
半
以
降
の
経
済
学
の

展
開
を
大
ま
か
に
示
し
た
の
が
、
次

頁
図
（
瀧
澤
弘
和
中
央
大
学
教
授
作

成
）
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
全
体
か

ら
み
る
と
、
経
済
学
が
現
実
の
多
様

な
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
き
た

経
営
に
役
立
つ

「
現
代
経
済
学
」
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こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
二
〇
世
紀
の
と
こ
ろ
で
横

線
が
引
い
て
あ
り
ま
す
が
、
大
掴
み

で
言
う
な
ら
、
二
〇
世
紀
の
経
済
学

の
主
流
は
新
古
典
派
経
済
学
で
、
こ

れ
が
今
日
の
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
基
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
対
抗
す
る
か
た
ち
で

一
九
三
〇
年
代
の
大
不
況
（
世
界
大

恐
慌
、
日
本
で
は
〝
大
学
は
出
た
け

れ
ど
〟
と
い
わ
れ
る
時
代
）
の
中
、

ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
が
出
現
し
（
ア
メ

リ
カ
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
理

論
的
主
柱
と
な
る
）、
今
日
の
マ
ク

ロ
経
済
学
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
経
済
の
不
況
対
策
（
財
政
政

策
、
金
融
政
策
等
）
は
、
ケ
イ
ン
ズ

理
論
を
基
に
対
策
が
練
ら
れ
て
い
る

と
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
今
日
で
は
さ

ら
に
、
マ
ク
ロ
経
済
学
は
ミ
ク
ロ
経

済
学
的
手
法
を
取
り
入
れ
変
化
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

三
　
企
業
行
動
に
対
す
る
現
代
経
済

学
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

企
業
経
営
者
の
中
に
は
、
今
後
の

経
営
は
「
経
済
学
」
と
「
心
理
学
」
の

基
礎
的
知
識
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え

る
人
が
い
ま
す
。

　

一
例
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

　

日
本
に
は
大
小
様
々
な
企
業
が
あ

り
、
そ
の
内
部
に
は
経
理
、
営
業
な

ど
の
部
門
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
製
造

業
の
企
業
で
複
数
の
工
場
を
抱
え
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
企
業
を
伝
統
的
な
ミ

ク
ロ
経
済
学
は
、
企
業
の
内
部
を
見

ず
に
一
企
業
と
し
て
扱
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
は

工
場
A
で
作
っ
た
部
品
を
工
場
B

で
使
う
と
き
、
工
場
A
は
工
場
B

に
市
場
価
格
で
売
っ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
会
社
独
自
の
決
定
の
下
に
行

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
価
格
メ
カ
ニ

ズ
ム
外
の
力
で
動
い
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
組
織
内
部
の
活
動
を
分
析
す

る
こ
と
は
、
経
営
学
の
範
疇
で
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
（
工
場
A

で
製
造
の
部
品
等
）
も
の
等
は
価
格

が
つ
い
て
取
引
さ
れ
て
い
る
（
市
場

で
決
め
ら
れ
て
い
る
）
と
思
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
は

異
な
っ
た
方
法
で
あ
る
と
現
代
経
済

学
は
疑
問
視
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
取
引
コ
ス
ト
」
が
低

い
も
の
は
市
場
で
行
わ
れ
、
ま
た
企

業
内
部
で
行
っ
た
方
が
取
引
コ
ス
ト

が
低
い
よ
う
な
資
源
配
分
は
、
企
業

内
部
で
行
わ
れ
る
と
暫
定
的
な
答
え

を
出
し
ま
す
。

　
「
取
引
コ
ス
ト
」
と
は
い
っ
た
い
何

な
の
か
、
資
源
配
分
の
ど
の
部
分
が

一
企
業
の
内
部
で
行
わ
れ
る
の
か
等

は
、
現
代
経
済
学
が
解
明
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
す
。

制度学派
（ヴェブレン）

古典派経済学
（リカードなど） マルクス経済学

20世紀

新制度学派
（コース、
ウィリアムソン）

新古典派経済学
（マーシャル、ワルラス）

ゲーム理論

組織と契約の
経済学
比較制度分析
比較歴史制度
分析

経済史
開発経済学

実験経済学

行動経済学

神経経済学

心理学
進化論
行動生態学
認知科学
神経科学

経済学の歴史

●富の学…社会における富と所得の分配のあり方を理解しようとする経済学
●交換の学…経済活動を、自律的な人間が互いに交換することとみなす視点から経済を分析する経済学
●制度・人間行動の学…人が創る制度や人間行動のあり方に焦点をあてる経済学
●経済変動の学…経済変動に焦点をあてる経済学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（瀧澤弘和中央大学教授作成）

富の学
交換の学
制度・人間行動の学
経済変動の学経済変動の学

新しい
マクロ経済学

ケインズ
経済学

新しい
マクロ経済学

ケインズ
経済学

アダム・スミス
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　父（先年に亡くなっています）が
創業し、私は2代目社長です。

　業界は景気低迷気味で父の生前の頃から
少しづつ、その影響は出ていました。私の
代になってもその傾向は変わらず、何とか
黒字を保ってきましたが、最近は赤字決算
になっています。コロナの影響もありこの
ままでは経営は後退するだけなので現在、
商売を継続するか廃業するか迷っています。
対応についてご教示下さい。

　コロナ禍で、御社のような問題が
一気に浮上してきました。ご質問の

テーマは重要かつ難問で、安直に回答は述
べられませんが、考え方を少し説明します。
　まず第一に、企業経営を今後どのような
方針で運営していくかはもちろんですが、
業界全体等に関する問題も考慮に入れた上
で、最終的には個々の企業の事情により判
断していくことになります。

　したがって、経営責任者である社長が進
路に迷いがあるのであれば、ここは専門家
に相談、指導等を受けてみてはいかがでし
ょう。
　例えば、総合的に経営診断を行うため、
顧問の会計事務所等に相談することも一つ
の方法であると考えます。
　第二として、商売の継続又は廃業につい
て自己判断を行うのであれば、次の2つに
ついて分析して方向性を決定します。
・外�部要因…御社が属する業界の現状が、

自助努力ではほとんど作用しない場合
（例えば、人口動向、生活環境等）は、
御社のみならず各企業にマイナス面が
多いということですが、プラス面がな
いかも少し考えてみます。

・内�部要因…これは、自社の工夫・努力で
良い方向に持っていけるものです。先
述の外部要因との関連性で検討しま
す。ただし、自社の努力ではたして好
転するか否かを厳しく見る必要があり
ます。

商売の継続を考える

　“もし、自由にお金を生み出すことがで
きるとしたら…”。
　そのようになれば、経営の問題の大半は
解決できそうですが、「本当にお金を生み
出せるスキル」とは何でしょうか？
　お金を生み出すことを追及していくと、
答えは自ずとお金を稼ぐことにつき当たり
ます。
　クレジット会社の「VISAカード」の創設
者であるディー・ホック氏は、お金を稼ぐ
方法は次の3つであると説明します。
①　誰かのニーズを満たしたとき
②　できないことを代わりにやってあげた

とき
③　できるけれどやりたくない人の代わり

にやってあげたとき
　経済活動の取引は、全てこの3要素のい
ずれかで成立している、と言っています。
　これらの要素を考えますと、お金を手に
入れるとは他人への「感謝の対価」、「問題
解決の対価」になるのかも知れません。

お金を稼ぐには　
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
M
氏

は
経
済
知
識
を
身
に
つ
け
る
方
法
を

次
の
よ
う
に
伝
授
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
日
刊
の
経
済
新
聞
を
購
入

し
、
そ
の
日
の
新
聞
で
目
に
留
ま
っ

た
記
事
を
三
つ
選
ぶ
。
そ
し
て
、
選

ん
だ
各
記
事
に
赤
鉛
筆
等
で
棒
線
を

引
く
こ
と
。

　
こ
れ
を
三
カ
月
間
続
け
る
と
、
経

済
関
係
の
記
事
に
相
当
慣
れ
る
と
言

い
ま
す
。
さ
ら
に
知
人
や
同
業
者
等

と
読
ん
だ
記
事
を
話
し
合
う
と
効
果

的
だ
と
話
し
ま
す
。

　
今
ま
で
、
経
済
新
聞
は
難
し
い
用

語
が
出
て
く
る
し
、
何
の
記
事
を
選

ぶ
か
も
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
事
も

あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
身
構

え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な

記
事
を
選
ん
で
も
構
い
ま
せ
ん
し
、

ま
ず
行
動
を
起
こ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
　

　
な
お
、用
語
が
気
に
な
る
場
合
は
、

書
店
に
行
け
ば
「
経
済
用
語
辞
典
」

と
い
っ
た
本
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一

冊
手
元
に
置
く
と
便
利
で
す
。

経
済
記
事
を
読
む

問

答


